
今後の学校における今後 校
キャリア教育の在り方について

各論（②中学校編）―PART 2 各論（②中学校編）―

収録日：平成23年12月15日収録日：平成23年12月15日

文部科学省 初等中等教育局

児童生徒課 生徒指導調査官

教育課程課 教科調査官

国立教育政策研究所 生徒指導研究センター 総括研究官

藤田 晃之

平成21年11月 平成23年3月 平成23年11月

今後の学校におけるキャリア教育の在り方について　各論　中学校編

page 1



中学生期のキャリア発達の課題
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中学校における職場体験活動中学校における職場体験活動
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国立教育政策研究所生徒指導研究センター「職場体験・インターンシップ実施状況等調査」
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 生徒は，体験する職業が自らの将来に直接結びつ
くか否かを気にしがちであるが，中学校では，その
職業や仕事を暫定的な窓口としながら，実社会の
現実に迫ることが中心課題となるため 事前に体現実に迫ることが中心課題となるため，事前に体
験先を決定する際，本人の希望を第一優先条件と
する方策が必ずしも最善とは限らない。（中略）

 また，生徒の希望をとる場合，そこには「希望」自
体に根ざし いる偏見や先入観に気付くチ体に根ざしている偏見や先入観に気付くチャンス
がある。事前学習において，希望の多かった職業
に就いているゲストティーチャーを招き，実際の仕に就いているゲストティ チャ を招き，実際の仕
事について話をしてもらうことで，事前の調べ学習
の浅さに気付かせ，もう一度調べてみようという意
欲を高めることも有効な方策と考えられる そのよ欲を高めることも有効な方策と考えられる。そのよ
うな気付きから，視野が広がったり，思考が深まっ
たりするなどといったことも，事前指導や事後指導
の効果の一つであると言える。(p.101）
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「小」「中」の区分は便宜上の区分「小」「中」の区分は便宜上の区分

お互いがお互いを知らない不幸
• 小学校の先生はいいよなぁ。部活の指導もないし，生小学校の先生は よなぁ。部活の指導もな し，生
徒指導も楽だろうし……

• 中学校の先生はいいよなぁ。空き時間はあるし，給食
の指導だって楽だろうし……

お互いがお互いを悪者にしている不幸お互いがお互いを悪者にしている不幸
• こんなことは小学校できちんとやってくれないと……

• 中学校がちゃんと指導していないから 悪い情報ばか中学校がちゃんと指導していないから，悪い情報ばか
りが子どもの耳に届く……

「小」「中」の区分は便宜上の区分「小」「中」の区分は便宜上の区分

「小」のゴールは，「中」のスタート
• バトンはちゃんと渡されていますか？トンはちゃんと渡されて ますか

地域にとっても，親にとっても，もちろん，
子どもにとっても「学校」はひとつ子どもにとっても「学校」はひとつ

小・中連携は「中１ギャップ」は未然防止の
有効な手立ての一つでもある

今あるチャンスを使いながら，「この校区で
育てたい子どもの力」を明確にしよう。
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教育活動全体で取り組もう

教育方針の明確化と教育課程への位置付け教育方針の明確化と教育課程 の位置付け
〈平成23年1月31日 中央教育審議会答申より （Part 1からの再掲資料）〉

各学校におけるキ リア教育に関する方針の明確化1. 各学校におけるキャリア教育に関する方針の明確化
• 初等中等教育段階では、キャリア教育の全体計画やそれを具体化

した年間指導計画を作成している学校が少ないという指摘があり、年間指導計画を作成 る学校 少な う指摘 あり、
子どもの発達段階に応じた課題や、それぞれの地域や学校の実
態等を踏まえ、キャリア教育の指導計画を作成することが必要であ
る。

2. 各学校の教育課程への位置付け
ここで留意すべきは キ リア教育はそれぞれの学校段階で行• ここで留意すべきは、キャリア教育はそれぞれの学校段階で行っ
ている教科・科目等の教育活動全体を通じて取り組むものであり、
単に特定の活動のみを実施すればよいということや、新たな活動
を単に追加すればよいということではないということである （中略）を単に追加すればよいということではないということである。（中略）
また、各教科等における取組は、単独の活動だけでは効果的な教
育活動にはならず、取組の一つ一つについて、その内容を振り返
り、相互の関係を把握したり、それを切に結びつけたりしながら、よ
り深い理解へと導くような取組も併せて必要である。さらに、各教科
等における取組だけでは不足する内容を把握し、その内容を付け
加えていく取組も必要である。
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やみくもにがんばらない
Point

１ やみくもにがんばらない

 キャリア教育実践の機会となり得る単元や教育活動を詳細に

１

 キャリア教育実践の機会となり得る単元や教育活動を詳細に
見出す作業（いわゆる「洗い出し」の作業）と，教科を通したキ
ャリア教育の年間指導計画の作成との混同を避けることは重
要である要である。

 例えば，キャリア教育を通して育成する「基礎的・汎用的能力
」の一つである「課題対応能力」には，情報を正しく理解する
ための能力が含まれるが，この力を育成する機会となり得る
単元等は教科を問わず数多い。「国語」における「読むこと」で
は，本や文章などから必要な情報を集め目的に応じた情報をは，本や文章などから必要な情報を集め目的に応じた情報を
読み取る力の育成は主要課題の一つであるし，「社会」の「地
理的分野」における地域に関する情報の収集や処理，「理科」
における観察や実験の過程での情報の検索や処理などもそにおける観察や実験の過程での情報の検索や処理などもそ
の具体例となろう。また，授業中に板書された課題文を正しく
読み取ることなどまでを視野におさめれば，情報を正しく理解
するための能力の育成に寄与し得る教育活動は 文字通りするための能力の育成に寄与し得る教育活動は，文字通り
無数にある。 （続く）

やみくもにがんばらない
Point

１ やみくもにがんばらない

 キャリア教育の実践の機会となり得る単元や教育活動を広く見出し

１

 キャリア教育の実践の機会となり得る単元や教育活動を広く見出し
，それを列挙することは，教科を通したキャリア教育の年間指導計
画の作成にとって有効な基礎作業の一つであるが，このような作業
によって挙げられた膨大な数の単元等を 例えば一覧表型式に整によって挙げられた膨大な数の単元等を，例えば 覧表型式に整
理したとしても，それをそのままで指導計画として見なすことできな
い。なぜなら，その一覧は，キャリア教育の実践の機会として活用し
得る可能性が高い場の羅列に過ぎず，キャリア教育の一環としての得る可能性が高い場の羅列に過ぎず，キャリア教育の 環としての
教育意図に基づく指導実践の計画にはなっていないからである。

 このような「洗い出し」の作業によって列挙された単元等のうち，学
校ごとに設定したキャリア教育の目標や他の教科等との関連性を校ごとに設定したキャリア教育の目標や他の教科等との関連性を
勘案しながら，社会的・職業的自立に向けその基盤となる能力や態
度を育てるためのキャリア教育の一環として，どこに焦点を当てよう
としているかを検討し，教育意図に基づいて実践する具体的な単元を検討 ，教育 図 実践す 具体 な単
等を特定していくことが，体系的・系統的な指導にとって不可欠であ
る。それぞれの生徒に学びの意義を認識させるにあたり，自らの将
来との関係を特に意識させることが授業のねらいを実現する上でも
効果的に働く単元等を見いだし，授業を改善するきっかけとしてキャ
リア教育の視点を生かすことが求められている。(p.70)
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無論 「洗い出し」は重要
Point

１ 無論，「洗い出し」は重要１

教科等に内在するキャリア教育の「断片」の意識化

教育課程における明確化・体系化
「今」「この学年・この学級」の
生徒たちにとって必要なことを

できるところから 体系化しよう
Point

２ できるところから、体系化しよう２

最も手間のかかっているプログラムを軸にして最も手間のかかっているプログラムを軸にして
系統的な指導に発展させよう。
 【ステップ１】「そのプログラムのゴ ル＝それを通してどのよ 【ステップ１】「そのプログラムのゴール＝それを通してどのよ
うな力を付けようとしているのか」の明確化

 【ステップ２】「その前・後をねらって意図的に実施したら ゴ 【ステップ２】「その前・後をねらって意図的に実施したら、ゴ
ール達成がしやすくなるだろうと思われる教育活動」の特定

以下，職場体験活動を事例としながら，「要注意」なケースを
挙げてみましょう。
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「ステップ１」への道ステップ１」 の道
―こんなケースは要注意①－

【例１】職場体験活動の事前指導

やらなければ実施自体が困難となること

• 協力事業所の確保、安全指導、服装指導、マナー指導、
交通関連指導……

これだけでも 極めて大きな時間と苦労を要する• これだけでも、極めて大きな時間と苦労を要する

「教育としての中身」を深く方向づける働きかけは？

• そもそも「確固たるねらい」や「キャリア教育全体の中で
の体験型学習の位置付け」は明確か？

17

たとえばたとえば……

職場体験活動の前のマナー研修、接遇研修

きちんと使いこなせれば、効果絶大。きちんと使いこなせれば、効果絶大。

パッケージとなったプログラムを持っている民間
団体も多く 外部協力が得やすい団体も多く、外部協力が得やすい。

生徒たちも楽しそうだし、わかりやすいし、おまけ
に 先生方も楽に、先生方も楽。

「事前研修」らしい雰囲気も満ちあふれ、「やった
感 が得られる感」が得られる。

しかし……
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たとえばたとえば……

挨拶の語源（インターネット上の検索の結果から）

仏教語「一挨一拶」仏教語 挨 拶」

• 「挨」は「心を開く」「接近する」

• 「拶」は「迫る」「近づく」「拶」は「迫る」「近づく」

「言葉をなげかけ、相手の心境を推しはかり、そ
の言動に緩急自在に対処しながら 心と心をぶの言動に緩急自在に対処しながら、心と心をぶ
つけ合う」

【参考】
禅宗 「挨拶 問答を交わし 相手 悟り 深浅を試みる禅宗での「挨拶」＝問答を交わして相手の悟りの深浅を試みる

「ステップ１」への道ステップ１」 の道
―こんなケースは要注意②－

【例２】職場体験活動の実施後に行う「体験発
表会」表会」

発表を聴く側の生徒たちが記入している「評価シ発表を聴く側の生徒たちが記入している「評価シ
ート」において、頻繁に見られる項目例

発表者の声が大きく は きりしていたか• 発表者の声が大きく、はっきりしていたか

• パワーポイントの表示画面がわかりやすく、見やすくな
るよう工夫されていたかるよう工夫されていたか

• これらの評価項目が、上位に来ている（重要項目扱い）となっ
ている学校は、再検討が必要。

• 無論、発表するなら声は大きい方がいい。パワーポイントの
画面もわかりやすい方がいい。
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「ステップ１」への道ステップ１」 の道
―こんなケースは要注意②－

【例２】職場体験活動の実施後に行う「体験発
表会」表会」

評価の際 第 に優先されるべき視点評価の際、第一に優先されるべき視点

＝体験の「ねらい」「目標」にどれだけ迫ることが
できたかできたか。

• そもそも、「何を学ばせるために実施するのか」は明確
か？ 学校全体で共有されているか？ 事業所や保か？ 学校全体で共有されているか？ 事業所や保
護者とは共有されているか？

学習指導要領がめざすもの学習指導要領がめざすもの

体験活動の充実（平成20年1月17日 中央教育審議会答申）

(p.61)

中心課題中心課題

副次的課題
※広い認識につなげるべきもの

まずは ねらいとしていたもの＝まずは、ねらいとしていたもの
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まとめにかえてまとめにかえて

教員も社会人であるという事実を踏まえて実践しよう教員も社会人であるという事実を踏まえて実践しよう

ネイルアーティストの仕事を熟知している
ホテルマンはどれだけいるのか？

どんな人でも，生涯にたくさんの職種は経験できな
い。

• 「終身雇用制」が健在だった頃は，大多数の人が１社しか知らな
かった。

教員も「社会人」であるという事実を再認識しよう。

それぞれの社会人が，「自分のこと」を「自分の言葉」で伝
えることが重要。

なぜ 先生になったのか 担当教科の何が醍醐味なのか• なぜ，先生になったのか。担当教科の何が醍醐味なのか。

• 辛いことがあるのに，なぜ先生を続けていられるのか。

• 結婚したとき，我が子が生まれたとき，家族が事故にあったとき，結婚したとき，我が子が生まれたとき，家族が事故にあったとき，
我が子の入試のとき，親が他界したとき……どんな気持ちか。

• 教育のプロとして，子どもたちの発達の段階にあわせて，自己開示する。
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だからこそ 連携･協力が必要だからこそ，連携･協力が必要

先生方だけ，学校だけで，キャリア教育を背
負い込まない。負 込まな 。

同時に，「過度な遠慮」も，「丸投げ」も，学校
外の方々にと ては どちらも大迷惑であるこ外の方々にとっては，どちらも大迷惑であるこ
とを認識する。

もう何をさせても結構ですから，とにかく5日間預
かっていただくだけで助かります……

• 子どもたちに何を伝えるために，地域の方々の手を煩
わせるのか？ ここを伝えなくては始まらない。

ありがとうございました
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